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2019 年度事業報告書

一般社団法人経済倶楽部では、2019年度（2019年4月～2020年3月）において、
主たる活動である定例講演会を42回（前年度 43回）開催しました。
定例講演会におきましては、引き続き第一級の講師の方々をお招きして、経
済を中心に政治や国際関係の諸問題、さらにニーズの高い医療関連や歴史、教
育などその時々の重要テーマについてご講演頂きました。今年度は新型コロナ
ウイルス禍に伴う感染を避ける意味から、3月と次年度の 4月の講演会を中止
しました。ただし、『経済倶楽部講演録』については引き続き刊行する必要があ
るとの判断から、３月、４月分については講師に方に来ていただき、会議室で
の座談を収録することとしました。
講演をテーマ別に見ますと、日本経済・財政・金融・証券市場など 11（前年
度 13）、国内政治 9（同 6）、海外経済・国際情勢 12（同 16）、医療・科学関連 3
（同 4）、その他 7（同 4）となっています（具体的な講師名、講演タイトルは 8、
9ページをご覧ください）。
今年度の講演についてですが、経済については日本国内では金融政策面では

大きな変更がみられませんでした。日本銀行は引き続き2％のインフレ率目標
を掲げて、緩和的な政策スタンスを維持しました。そんななかで金融政策の限
界に関する講演や低下が続く潜在成長率の引き上げに関する講演が目を引きま
した。特に野口悠紀雄・一橋大学名誉教授は日本の潜在成長率低下の背景を分
析。そこで中小企業の生産性の低さに焦点をあて、その理由として資本装備率
や無形資産の低さを指摘され、この点を早急に解決する必要があるとされまし
た。一方、政治では安倍政権の長期政権化もあり、前年の森友・加計学園問題
さながら「桜を見る会」の私物化に対する疑念が野党の批判を浴びるなど、メ
ディアの報道が続きました。こうしたことから講演でも安倍政権の問題点を指
摘するものが多くなり、特に東京新聞社会部記者の望月衣塑子氏や毎日新聞社
特別報道部記者の大場弘行氏の講演は聞き応えがありました。次に毎年講演回
数が多い海外動向では、米中関係が貿易摩擦から覇権争いの様相を呈してきた
こともあり、米国や中国の経済動向に関する講演が注目されました。併せてト
ランプ大統領が再選を狙う2020年の米国大統領選挙の動向にも関心が高まりつ
つありました。ところが、2020 年の年が明けると突如、中国の武漢から起こっ
た新型コロナウイルス禍が、全世界に広がり一気にパンデミック化。そのため、
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この問題の影響度についてすべての講師が講演冒頭で触れるという状況になり
ました。一方、最近会員の関心が高い科学・医療関連では気象、医療、地震に
ついて講演をお願いしました、気象については東京大学大気海洋研究所の木本
昌秀氏に講演を頂きました。講演ではまず、異常気象との表現について、異常
気象となると頻度が非常に少なく、対策が取られなくなるので、異常気象とは
言わず、極端気象と表現していると話されました。その他のテーマでは歴史問
題で作家の原田伊織氏に明治維新の新しい見方をお話いただきました。他にも、
人口問題から 2020 年代の日本と世界を見通す内容で話された藻谷浩介氏。今
回経済倶楽部へは初登壇となったジャーナリストの田原総一朗氏、地域再生問
題で元鳥取県知事の片山善博・早稲田大学大学院教授や京都にある正覚寺副住
職の鵜飼秀徳氏の講演もそれぞれ内容のある興味深い指摘をされました。
講演は 42回とも『経済倶楽部講演録』に収録し、当倶楽部を含め全国で 12

カ所ある経済倶楽部会員に毎月1500 部を計 12回お届けしました。
毎年度行っているアジア平和貢献センター（西原春夫理事長）との共催講演
会、シンポジウムですが、今年度はシンポジウムを行わず、講演会のみとしま
した。共催講演会は 3月 13日に青山瑠妙・早稲田大学大学院教授に、「変容す
る国際秩序・転機を迎えた中国の外交」と題しまして講演して頂きました。
「事業所見学会」は今回も春、秋の 2回実施しました。春は 6月 19日（水）

に東京都八王子市にある日本水産のＴＩＣ（東京イノベーションセンター）と
総合工場を見学しました。ＴＩＣは 2011年に開設された同社の最新の研究開発
拠点で、最新の商品開発動向や養殖事業について研究所長からお話を伺いしま
した。今回の参加者は 24名（前年度 25名）でした。また、秋は12月 4日（水 )
に開催。日野市にあるトッパンメディアプリンテック日野工場を見学し、朝日
新聞本社から送られてくるデータをもとに刷版作成から新聞が印刷される工程
までの説明を受け、その後見学しました。今回は途中、多摩市にある長谷工マ
ンションミュージアムにも立ち寄りました。ここではマンションの歴史や設計、
施工、構造や修繕の最新事情を見学しました。今回の参加者は 19名（前年度
18名）でした。
会員同士の勉強会である「経済金融懇話会」は毎月1回開催されており、毎回、

経済・金融・証券・政治などのタイムリーな問題をめぐって活発な討論が行わ
れ、毎回10名前後の参加者があります。当年度は新型コロナウイルス感染予防
対策もあり３月の講演会を中止したことから2月が年度末となりました。第173
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回目となる2月28日の討論テーマは＜新型コロナウイルスと企業経営＞でした。
一方、平成 22年 6月から行われている「物申す会」は月1回第 3金曜日を原
則に開催しています。こちらも2月 21日の第 118回が年度末最後で、テーマは
「『英語教育』は国を滅ぼすか」でした。
これらに加え、毎週、講演会終演後に同じ会場で映画鑑賞会を開催していま
す。毎月特集テーマを決めて内外の映画を上映してきました。昨年 11月まで日
本の監督特集を続け、12月からは欧米の名作映画特集にしています。
恒例の「銷夏パーティー」は 7月 19日（金）15時～ 17時 20 分まで、笹川

平和財団上席研究員の渡部恒雄氏による「トランプ外交を読み解く」と題した
講演の後に続いて行いました。参加は講師 4名、理事 3名、会員 26名を含め、
総数 40名の方々にご参加をいただきました。参加講師によるミニ・スピーチは
ノンフィクション作家の塩田潮氏、武者リサーチ代表の武者陵司氏でした。パー
ティー後半の音楽タイムでは、日本フィルのソロコンサートマスター、木野雅
之様の演奏でパガニーニの奇想曲第 13番などをご堪能いただきました。
また、冬の「忘年パーティー」も12月 13（金）日15時～ 17時 20分の時間で、
嶋中雄二・三菱UFJモルガン・スタンレー証券景気循環研究所長の「2020 年
日本経済の展望」の講演に続き開催しました。参加は講師 6名、理事 8名、会
員19名はじめ総数 41名の方々でした。恒例のミニ・スピーチはノンフィクショ
ン作家の塩田潮氏、作家の原田伊織氏に行っていただきました。ミニ・スピー
チの後は各所で和やかなご飲食とご歓談で盛り上がりました。パーティー後半
の音楽タイムは恒例となっております日本フィルのミニ演奏会でした。今回は
クラリネット奏者、楠木慶様の演奏でドビュッシー「亜麻色の髪の乙女」など
をご堪能頂きました。
「新会員懇親会」は10月に開催しました。午後のひとときのささやかな茶話
会ですが、新会員の自己紹介を中心に親睦を深めることができました。
また、既存会員との懇親の場である「会員誕生日会」は 10回開催しました。
前年度 10月から参加会員の利便性を考え、定例講演会後に開催するとともに、
参加者も当月誕生者に限定しました。そのため、毎月の開催となっています。
親睦ゴルフ「青空会」は10月 2日、昨年に引き続き神奈川県の相模原ゴルフ

クラブで行いました。今回は東コースで開催。汗ばむような好天に恵まれ、楽
しい1日を過ごすことが出来ました。参加者は２組 8名でした。
平成 29年度の会員状況、収支状況をご説明いたします。まず 2019 年度末の
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会員総数は 471名と前年度末の 502名から 31名の減少となりました。当年度内
の入会者は個人 14名、退会者は個人 45名、法人（法人会員の名義書換を除き
ます）、その他に変更はありませんでした。会員増加策は年来の課題ですが、引
き続き既存会員の紹介が中心ですが、ご紹介いただいきました既存会員の方に
は感謝申し上げます。
次に当年度収支についてご報告致します。会費収入は 4231万円で予算比 168
万円の減少となりました。これは会員数の減少が想定を上回ったことが影響し
ています。この点は入会金収入も同様で、予算比 45万円の減少でした。会議室
使用料収入については、414 万円と予算比 49万円の増収になりました。増収理
由は① 2020 年公開予定の映画『罪の声』にホール、会議室を貸し出しこと。②
東洋経済新報社のご要望で、３月の間、パート従業員のため昼食時間に談話室
を一部貸し出したことによるものです。事務手数料収入につきましては 851万
円でほぼ予算並みでしたが、前年度比では 71万円の増収になりました。これは
2019 年 10月以降、中部経済倶楽部の業務効率化に伴い、事務を引き継いだ事
務受託料収入が６か月分上乗せされたためです。食堂売上は 72万円で、予算
比 22万円の減少。これは３月の講演会が新型コロナウイルス感染対応で中止さ
れたため、その分、お弁当売り上げが想定を下回ったことによるものです。こ
れらの結果、総収入は 5619 万円で、予算比 184 万円の減少となっています。
一方、支出面では、まず東洋経済新報社への賃借料が主体の会館費は 1824
万円で予算比 43万円減少しました。理由はこれもコロナ感染対応で３月の講演
会が中止されたことが影響しています。集会費は 937 万円で、講師費用の若干
の増加もあり予算比８万円の増加。講演集費は 220 万円で予算費 31万円の減
でしたが、これは予算がやや過大だったためです。また、食堂経費が予算比 53
万円の減少の 249 万円になっていますが、これも講演会中止に伴う配膳等の人
件費の減少によるものです。その他はいずれもほぼ予算並みでした。この結果、
事業活動支出は 5257 万円と予算比 182 万円の減少となり、当年度の収支差額
は 362万円のプラス（前年度は 550万円のプラス）となりました。

2020 年度事業計画

新年度の予算につきましては、会費収入は 3997 万円で前年度実績比では 234
万円の減少を見込んでいます。これは総会員数の緩やかな減少が続くと想定し
ているためです。一方、入会金収入は新規入会者を年間 12名として前年度並
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みを確保するとみております。また、会議室使用料収入は 320 万円で、前年度
比 94万円の減少をみています。これは新型コロナウイルスの影響により４月、
５月のホール、会議室の貸出が落ち込むことを織り込んだものです。一方、事
務手数料収入は前年度比では 77万円の増加を見込んでいます。理由は中部経
済倶楽部の事務受託料がフルに寄与するためです。この結果、総収入は 5365
万円で、これは前年度予算比 438 万円の減少になります。
一方、支出面ではメインの会館費が４月の定例講演会中止の影響で、ホール
利用代金が減少しほぼ前年並みの 1824 万円を想定しています。また、集会費
では４月講演会中止に伴う講師１名の減少や事業所見学会などの追加費用の通
常化を想定し 888 万円とみています。これは前年度実績比で 50万円ほどの減
少となります。また、新年度では２年置きに作成しております会員名簿費を 23
万円見込んでいます。その他の費用項目はいずれもほぼ前年並みで推移するも
のと想定し、支出合計は 5254 万円を見込んでいます。この結果、2020 年度の
収支差額は 110 万円のプラスを想定しています。
新年度も経済倶楽部運営のポイントは、新型コロナウイルス禍の影響長期化

などを見定め、ネットによる動画配信方式等の研究をしつつ定例講演会の充実
に注力してゆきます。定例講演会につきましては、メインである経済や政治、
国際問題に加え、可能な限り、月に 1回は新規講師を開拓してゆく方針です。
一昨年、名簿改訂に合わせて会員の皆様にアンケートをさせていただきました
が、今年度もアンケートにより会員の皆様のご希望講師やテーマ、さらには倶
楽部運営に関するご意見、ご要望をお聞きする予定です。
一方、新会員増加策についきましては『週刊東洋経済』や『月刊監査役』へ

の広告出稿のほか、引き続き東洋経済新報社とはインターネット活用などを模
索しながら連携を深めて行く方針です。既存会員からのご紹介につきましては、
評議員の方々を始め、過去にご紹介実績のある方だけでなく、会員の方々に広
くお声掛けして行く方針です。
ホールや会議室の貸室事業につきましては、東洋経済新報社や既存のお得意
様への貸し出しに加え、ケータリング方式の定着してきた懇親会や各種会合な
どにも注力して参ります。
会員の皆様におかれましては、引き続き経済倶楽部へのこれまでと変わらぬ

ご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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庶　務　の　概　況

定時会員総会
2019 年 5 月 27 日午前 11 時より経済倶楽部ホールにおいて定時会員総会
を開催、下記案件を付議しました。

報告事項	 2018 年度（2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日まで）
	 	 事業報告の件

決議事項	
第 1 号議案　	2018年度貸借対照表、財産目録、収支計算書承認の件
第 2号議案　	2019 年度収支予算案及び事業計画案承認の件
第 3号議案　	任期満了に伴う理事、監事選任の件

上記はいずれも原案通り承認可決されました。

理　事　会
2019 年	 4 月 22 日　　5月 27 日　　7月 29 日	　10 月 28 日	
2020 年	 1 月 27 日　　以上 5回開催いたしました。

評　議　員　会
2020 年	 3 月 10 日　　以上 1回開催いたしました。

見学会　懇親会　研究会
事業所見学会	 6 月 19 日　	日本水産TIC、八王子総合工場

武蔵野陵
	 	 	 12 月 4 日　トッパンメディアプリンテック日野工場
	 長谷工マンションミュージアム
青空会（ゴルフ親睦会）	 10 月 2 日　	相模原ゴルフクラブ
銷夏パーティ	 	 7 月 20 日
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忘年パーティ	 	 12 月 13 日
新会員懇親会	 	 10 月 11 日
会員誕生日会	 	 4月5日　5月31日　6月7日　7月5日　9月6日
	 	 	 10月4日		11月1日	　12月6日　1月31日
		 	 	 2月7日　
映画観賞会	 	 毎週開催（講演会終了後）	 	 	 　　	
経済金融懇話会	 8 回開催（月 1回開催）
物申す会	 	 10 回開催（月 1回開催）

『経済倶楽部講演録』
2019 年 4 月号より 2020 年 3 月号まで 12 集頒布いたしました。

会員異動状況
年 度 初 	502	 名
入 会 者 数 	 14	 名
退 会 者 数 	 45	 名
年 度 末 	471	 名
＊入退会者数は法人会員の名義変更を除きます

会員構成内訳
法 人 会 員 	 105	 名
個 人 会 員 	 366	 名
合 　 　 計 	 471	 名

貸室利用状況
ホ ー ル 	119	 回
第 １ 会 議 室 	 113	 回
第 ２ 会 議 室 	 4	 回
第 ３ 会 議 室 	 96	 回
総 　 　 数 	 332	 回
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一般社団法人経済倶楽部 2019 年度定例講演会  

講　師（敬称略） 講演時の肩書 演　題

4/5 田中　秀征 福山大学客員教授 平成を振り返って

4/12 下斗米　伸夫 神奈川大学特別招聘教授 日ロ関係：歴史と現代

4/19 熊野　英生 第一生命経済研究所首席エコ
ノミスト

生産性上昇をどう実現するか？
～マクロとミクロの視点～

4/26 三浦　瑠麗 国際政治学者 21世紀の戦争と平和

5/10 藻谷　浩介 日本総合研究所首席研究員 人口成熟で激変する日本、東アジ
ア、世界の 2020 年代
副題：壊滅するのは過疎地なのか、
それとも大都市圏か？

5/17 酒井　啓子 千葉大学法政経学部教授 中東新冷戦を読み解く

5/24 山田　惠資 時事通信社解説委員長 政治の現状と日本の行方

5/31 白井　さゆり 慶應義塾大学教授 グローバル経済の構造変化と見通し
～令和時代以降の日本経済金融情勢～

6/7 木本　昌秀 東京大学大気海洋研究所教授 極端気象・異常気象と地球温暖化

6/14 小峰　隆夫 大正大学地域創生学部教授 平成経済の回顧と令和経済の課題

6/21 塩田　潮 ノンフィクション作家、評論
家

参院選と今年後半の政治を読む

6/28 吉崎　達彦 双日総研チーフエコノミスト 米中関係の行方と日本の選択

7/5 伊藤　元重 学習院大学国際社会科学部教
授

低金利下の経済運営について

7/12 小林　弘幸 順天堂大学医学部教授 長生きのための栄養学

7/19 渡部　恒雄 笹川平和財団上席研究員 トランプ外交を読み解く―中国・
イラン・北朝鮮・日米通商協議

9/6 豊島　逸夫 国際金融マーケット研究家 2019 年市場が発する異音

9/13 曽我　豪 朝日新聞政治部編集委員 2019 参院選の面白さを新聞は伝え
切れたか

9/20 長尾　年恭 東海大学教授兼海洋研究所長 南海トラフ巨大地震と対応策の課
題

9/27 大庭　三枝 東京理科大学教授 米中対立とASEAN：「漁夫の利」
か「統合の溶解」か

10/4 柯　隆 東京財団政策研究所主席研究員 高まる東アジアの地政学リスクｰ米
中対立、日韓対立、香港デモの行方
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講　師（敬称略） 講演時の肩書 演　題

4/5 田中　秀征 福山大学客員教授 平成を振り返って

4/12 下斗米　伸夫 神奈川大学特別招聘教授 日ロ関係：歴史と現代

4/19 熊野　英生 第一生命経済研究所首席エコ
ノミスト

生産性上昇をどう実現するか？
～マクロとミクロの視点～

4/26 三浦　瑠麗 国際政治学者 21世紀の戦争と平和

5/10 藻谷　浩介 日本総合研究所首席研究員 人口成熟で激変する日本、東アジ
ア、世界の 2020 年代
副題：壊滅するのは過疎地なのか、
それとも大都市圏か？

5/17 酒井　啓子 千葉大学法政経学部教授 中東新冷戦を読み解く

5/24 山田　惠資 時事通信社解説委員長 政治の現状と日本の行方

5/31 白井　さゆり 慶應義塾大学教授 グローバル経済の構造変化と見通し
～令和時代以降の日本経済金融情勢～

6/7 木本　昌秀 東京大学大気海洋研究所教授 極端気象・異常気象と地球温暖化

6/14 小峰　隆夫 大正大学地域創生学部教授 平成経済の回顧と令和経済の課題

6/21 塩田　潮 ノンフィクション作家、評論
家

参院選と今年後半の政治を読む

6/28 吉崎　達彦 双日総研チーフエコノミスト 米中関係の行方と日本の選択

7/5 伊藤　元重 学習院大学国際社会科学部教
授

低金利下の経済運営について

7/12 小林　弘幸 順天堂大学医学部教授 長生きのための栄養学

7/19 渡部　恒雄 笹川平和財団上席研究員 トランプ外交を読み解く―中国・
イラン・北朝鮮・日米通商協議

9/6 豊島　逸夫 国際金融マーケット研究家 2019 年市場が発する異音

9/13 曽我　豪 朝日新聞政治部編集委員 2019 参院選の面白さを新聞は伝え
切れたか

9/20 長尾　年恭 東海大学教授兼海洋研究所長 南海トラフ巨大地震と対応策の課
題

9/27 大庭　三枝 東京理科大学教授 米中対立とASEAN：「漁夫の利」
か「統合の溶解」か

10/4 柯　隆 東京財団政策研究所主席研究員 高まる東アジアの地政学リスクｰ米
中対立、日韓対立、香港デモの行方

10/11 辺　真一 コリアレポート編集長 日韓対立の原因と今後

10/18 望月　衣塑子 東京新聞社会部記者 民主主義とは何か～安倍政権とメ
ディア

10/25 福田　耕治 早稲田大学政経学部教授 英国 EU 離脱延期問題と EU 統合
の行方

11/1 田原　総一朗 ジャーナリスト 時代をよむ

11/8 小泉　悠 東京大学先端科学技術研究所
特任助教

2024 年のロシアを見通す

11/15 加藤　出 東短リサーチ社長 金融緩和競争再燃の行方＆海外最
新キャッシュレス動向

11/22 飯尾　潤 政策研究大学院大学教授 「『有権者は神様です』で民主政は
機能するか」

11/29 中岡　望 東洋英和女学院大学客員教授 2020 年波乱含みの米国大統領選を
どう見るか

12/6 河野　龍太郎 ＢＮＰパリバ証券チーフエコノ
ミスト

グローバル経済の早期回復はある
か

12/13 嶋中　雄二 三菱ＵＦＪモルガン・スタン
レー証券景気循環研究所長

2020 年日本経済の展望

12/20 寺島　実郎 （一財）日本総合研究所会長 2020 年への視座―世界経済の構造
変化と日本の進路

1/10 藤原　帰一 東京大学大学院教授 潮流 2020　動乱の世界

1/17 柿崎　明二 共同通信社論説委員 独裁とねじれ

1/24 高橋　洋一 嘉悦大学教授 2020 年の日本経済をよむ

1/31 鵜飼　秀徳 浄土宗正覚寺副住職 寺院を活かせば地方は蘇る～消え
ゆく”社会資本”の現状と課題

2/7 野口　悠紀雄 一橋大学名誉教授 日本経済のゆくえ
2/14 原田　伊織 作家 軍国日本を創った明治維新
2/21 大場　弘行 毎日新聞社特別報道部記者 日本を覆う公文書クライシス～隠

ぺいの実態とその背景
2/28 片山　善博 早稲田大学大学院教授 地方自治のガバナンスを問う

3/6 市川　眞一 ピクテ投信投資顧問シニア・
フェロー

政治の季節となる 2020 年度　経済
へのインパクト

3/13 青山　瑠妙 早稲田大学大学院教授 変容する国際秩序・転機を迎えた
中国の外交

3/27 山田　孝男 毎日新聞社特別編集委員 ワード・ポリティクス / コラムニ
ストが考える、これからの日本
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（第 2 号議案添付書類）

2020 年度　事業計画案

	1.	 定例講演会	 	 毎週金曜日

	2.	 臨時講演会、シンポジウム	 随時

	3.	 経済金融懇話会（会員勉強会）	 月１回

	4.	 株式投資研究会	 	 	 休会中

	5.	 物申す会（会員勉強会）	 	 月１回

	6.	 映画観賞会	 	 	 	 毎週金曜日

	7.	 事業所見学会	 	 	 年２回以上

	8.	 近隣ミニ見学会	 	 	 随時

	9.	 講師・会員親睦パーティ	 	 年 2 回以上

10.	 青空会（ゴルフ親睦会）	 	 年１回以上

11.	 新会員懇談会	 	 	 随時

12.	 会員誕生日会	 	 	 毎月１回

13.	『経済倶楽部講演録』発行		 年 12 回

14.	 ホームページ更新	 	 	 随時
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（第 1 号、第 2 号議案添付書類）

収支予算書及び財務諸表等
2019 年度

	様式１	 収支予算書

	様式２	 収支計算書

	様式３	 貸借対照表

	様式４	 正味財産増減計算書

	様式５	 財務諸表に対する注記

	様式６	 附属明細書	
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様式1

収 支 予 算 書
2020 年４月１日から 2021 年３月３１日まで
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様式２

　 収 支 計 算 書
2019 年４月１日から 2020 年３月３１日まで
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様式３

貸 借 対 照 表
2020 年３月３１日現在
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様式４

正 味 財 産 増 減 計 算 書
2019 年４月１日から 2020 年３月３１日まで
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様式５

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

様式６

附 属 明 細 書



20

（第 3 号議案添付書類）
任期満了に伴う監事選任の件

2020 年 5 月 25 日をもって監事 1名が任期満了となります。定款 13 条に基

づき、以下の監事の選任をお願い致したく、ご提議申し上げます。

重任監事は以下の通りです。
高橋　宏（元東洋経済新報社会長）	 	
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監 査 報 告 書

2020 年 4 月 20 日

一般社団法人　経 済 倶 楽 部　　　　　　
理事長　柴生田　晴四　殿

監事　岡本　和也
監事　高橋　　宏

　私どもは、以下に掲げられております一般社団法人経済倶楽部の

2019 年 4 月 1 日より 2020 年 3 月 31 日までの 2019 年度計算書類、

すなわち、収支計算書、貸借対照表および正味財産増減計算書につ

いて会計監査等民法第 59 条に定められた監査を行いましたので、

次のとおりご報告いたします。

記

　会計監査のため、帳簿、伝票等を閲覧し、計算書類について慎重

な検討を加え、必要と思われる実査、照合等の監査手続を行いまし

た。

　その結果、計算書類は会計帳簿と合致し、一般社団法人経済倶楽

部の財産および収支の状況を適正に示しており、また、理事の業務

執行は適正に行われていると認めます。

以上




